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（敷島小）学校 学校関係者評価書（前期）

平成２２年８月３日（火）

（敷島小学校）学校関係者評価委員会作成

第１回 学校関係者評価委員会

実施日：平成２２年７月２２日（木）午後３時３０～５時１０分

会 場：敷島小学校図書室

参加者： 学校関係者評価委員）（

学校評議員：小田切道之、堀内克一、清水美代子、小林 淳 松土 文恵

ＰＴＡ代表：羽田野実（ＰＴＡ会長 、山本君男（ＰＴＡ副会長））

(学校側）

校 長 山中長壽

教 頭 森本 清

教務主任 田中清登

Ⅰ 学校側から提案された内容

学校側から、６月に学校において実施した「教職員自己評価」及び「児童アンケー

ト」を基礎資料として分析し、まとめた「自己評価書」に基づき、次の内容について

提案があった。

( )学校教育目標及び学校経営方針について1

( )自己評価について2

①全体評価

②項目ごとの評価結果について（達成状況・改善策）

(ｱ)学校教育目標に関して・学校経営について

(ｲ)学校運営について

(ｳ)学習指導について

(ｴ)生徒指導について

(ｵ)地域との連携について

(ｶ)学校の特色に関して

( )まとめ3

Ⅱ 協議された主な内容

１ 教職員自己評価及び児童アンケートの結果について

・児童アンケートによれば、全校児童のおよそ８５％が、授業が「とても楽しい」

「楽しい」と回答しており、その要因の一つとして、先生が内容をわかりやすく

おしえてくれるからだと推察することができる。

・教職員自己評価で 「基礎・基本の定着を図る授業を行っている」という設問に、

対し、職員のおよそ７０％が「そう思う」と回答している。確かな学力を定着さ

せるためにも、基礎・基本、思考力、表現力を育成する学習指導を進めていく必

要がある。

・校内研究でも思考力、表現力を育成するために言語活動を取り上げ、取り組んで

いるが、特に的確に理解する力、相手に伝える力を培うための指導方法の工夫改

善を目指した研究をしていくことが大事である。
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・ 危機管理マニュアルを理解している」の設問に対し 「そう思う」と回答した職「 、

員が、およそ５３％であった。共通理解を深める機会を適宜設け、事件、事故を

未然に防ぐための防犯教室や避難訓練を適切に実施することは特に重要なことで

ある。

２ 学習指導について

・児童アンケートで 「授業中に質問や意見を言ってますか」の設問に対し、３４、

％の児童があまり言ってないと回答している。自信がなくて言えないのか、わか

っているから言わないのか、細かな分析が必要ではないか。聞く時間の確保、雰

囲気づくりの醸成も大事ではないか。

・評価基準と評価方法を明確にした授業や教材・教具や備品の活用については、指

導と評価の一体化という観点から、つまずきの発見や学力の定着のためにも、自

己評価書の改善策にあるように職員同士での実践紹介や効果についての研究を実

施してもらいたい。

・学習内容の定着には、授業の終末段階で５分間テストやわかったことを文章で書

かせるといった方法もある。また、家庭と連携して、家庭で復習するシステムの

構築も考えていきたい

・児童アンケートによると、家庭での学習時間が短いといった結果（学習時間が３

０分以下が、全児童およそ３３％）が出ている。家庭学習の意義をあらゆる方法

で学校側から発信しているが、今後も繰り返し発信し、理解を得ていく必要があ

る。学習塾へ通ったり、通信教育による自宅学習を行っている児童も少なからず

いると聞いているが、保護者の目の届く範囲で家庭学習を行い、習慣化する必要

がある。

・読書をする時間が、一日あたり３０分以下といった児童が、約半数いるという結

果がでた。家庭学習と同様、学校と家庭が連携し、定着を図る必要がある。学校

では、１０分間読書や読み聞かせの時間の充実、家庭では親子読書の奨励などを

進めたらどうか。

３ 生徒指導について

・不登校児童（７月現在１名）への対応として、学校としてはスクールカウンセラ

ーの活用、保健室での養護教諭による相談活動、担任による家庭に出向いての学

習支援や相談活動を行っているようだが、再登校ができるように関係機関（教育

機関、医療機関等）や家庭との連携を密にし、保護者が一人悩むといったことが

、 、 。ないように また いつでも学級で迎えることができる居場所をつくって欲しい

・携帯電話を所持している児童が多い。安全面への配慮から、持たせる保護者の心

情はある程度理解ができるが、学校への持ち込みは、これまで通り原則禁止とし

て欲しい。どうしても持たせる必要がある場合には、フィルタリング、通話制限

など、保護者の自覚が必要である。できることなら、コミュニケーションは相手

との直接会話によるなど顔を見てして欲しい。いじめの原因になる場合もあるの

で家庭では持たせないで欲しい。

・ファミリーグループによる「ちびっ子祭 「ファミリータイム」はすばらしい活」

動である。少子化による遊び、仲間の減少を考えると、異年齢による集団活動は

仲間づくりや思いやりの心、リーダーの育成に効果があると思える。今後も継続
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して欲しい。

４ 家庭、地域との連携について

・学校では、学校・学年・学級便り、ホームページ等を利用して、情報を発信して

いるが、学校が抱える課題、例えば学習指導上や生徒指導上の課題など、学校だ

けで抱え込まず、積極的に情報提供し、学校、家庭、地域が連携し解決していく

ことが大切である。

・学校外の人材活用を積極的に進めてはどうか。甲斐市では「学校応援団」といっ

た文科省による委託事業を活用しているところもある。

・今年は、校舎増築に関わって狭い運動場での運動会実施となる。家庭や保護者に

＜学校関係者評価書＞

Ⅰ 全体評価

・教職員の自己評価や児童アンケートの回答から見ると、本校の前期の教育活動及

び学校運営（学校経営、学校運営、学習指導、生徒指導、地域との連携、学校の

特色等）については 「そう思う 「ややそう思う」と回答している割合がほと、 」

んどである。これは、教職員が学校経営方針を理解し、日常の教育実践や校務分

掌を分担遂行する中で学校教育目標の具現化に努めていると言える。

・全校児童の多くが、学校が「とても楽しい 「楽しい」と回答し、昨年度後期」、

より、さらに学校生活を肯定的にとらえている。

・授業については、多くの児童が「とても楽しい 「楽しい」と回答している。ま」

た、教師も基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着のために、個に応じた指導

を行っている。

Ⅱ 特 徴

・ あいさつの声がひびきあう学校」を取り上げ、児童会活動と一体となって取り「

組んでいる。教職員が率先してあいさつしていること、児童も児童会活動の一つ

として 「あいさつレンジャー」なるものを組織し、あいさつ運動を展開したこ、

とにより、昨年以上にあいさつの輪が広がっている。また 「きれいな学校」に、

対する取り組みでは、師弟同行による日常の清掃活動、児童会活動による「敷小

キレイキレイ作戦 「校舎すみずみピカピカ作戦」などで、草取り、石拾い、下」

駄箱、傘立ての清掃など、具体的な活動や場所をきめて取り組んでいる。働くこ

との意味を理解したり、仲間づくりの機会となっていることはもちろん、キャリ

ア教育推進の一助となっている。

・特に、ファミリーグループを活用しての「ちびっ子祭 「ファミリータイム（縦割」

り班活動 」は高学年児童のリーダーとしての資質の育成、思いやりの心やリーダ）

ーに対する感謝の気持ちをはぐくむなど、豊かな心の育成にもつながっている。

Ⅲ 今後の課題として意識されたいこと

・教職員の自己評価と児童のアンケート結果から、教育活動に取り組む教職員の意

識と児童の学校生活における感じ方にほとんど差違がないことがわかった。今後

はこの結果を教育活動のさらなる充実につなげていくためにも、PDCAの学校評価

システムによる評価、改善、実施を繰り返すことにより、教育活動の充実と学校
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組織を活性化させていただきたい。

・確かな学力の定着のために、先生方も大変頑張っているところだが、今後も指導

方法の工夫改善を行う中で、個に応じた指導を充実していただきたい。

・家庭学習の習慣化や読書をする時間量に若干の課題がある。懇談会や学校からの

、 、 、 。情報発信等により 家庭 地域と連携する中 理解と協力を得ていく必要がある

なし※特記事項

記載責任者（敷島小学校 学校関係者評価委員） 氏名：小田切道之 印


